
ここがききたい！ 一般質問
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問　
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
う
つ
の
み
や

病
院
譲
渡
問
題
で
は
、
地
元

は
非
常
に
動
揺
し
、
混
乱
し

た
が
、
引
き
続
き
南
部
地
区

の
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割

を
担
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と

の
意
見
書
を
、
市
が
厚
生
労

働
省
に
提
出
し
た
こ
と
で
、

多
く
の
地
元
市
民
が
安
堵
し

た
。

　
国
が
進
め
る
地
域
医
療
構

想
に
よ
り
、
宇
都
宮
保
健
医

療
圏
で
も
病
床
数
の
削
減
が

懸
念
さ
れ
、
市
民
病
院
を
持

た
な
い
本
市
で
は
、
安
定
し

た
医
療
を
提
供
で
き
る
公
的

医
療
機
関
の
存
在
と
役
割
は

非
常
に
大
き
く
、
ま
す
ま
す

重
要
と
な
る
。

　
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る

た
め
に
、
公
的
医
療
機
関
を

市
の
医
療
体
制
に
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
て
い
る
の
か
。

答　
市
で
は
、
済
生
会
宇
都

宮
病
院
、
Ｎ
Ｈ
Ｏ
栃
木
医
療

セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｈ
Ｏ
宇
都
宮

病
院
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
う
つ
の
み

や
病
院
の
公
的
医
療
機
関
が

地
域
の
中
核
病
院
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
公
的
医
療
機
関

が
、
民
間
医
療
機
関
と
連
携

し
、
地
域
医
療
を
け
ん
引
す

る
医
療
体
制
が
、
民
間
医
療

機
関
、
医
師
会
、
行
政
の
協

力
の
も
と
構
築
さ
れ
、
本
市

の
地
域
医
療
は
、
良
好
な
も

の
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
市
民
に
安
全
安

心
な
医
療
・
介
護
を
提
供
す

る
た
め
、
公
的
医
療
機
関
を

中
心
と
し
た
医
療
体
制
の
維

持
拡
充
を
図
っ
て
い
く
。

中塚 英範
（市民連合）

問　
29
年
４
月
か
ら
上
河
内

保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
サ
ー

ビ
ス
機
能
が
河
内
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
へ
統
合
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
今
後
の
上
河
内

保
健
セ
ン
タ
ー
の
利
活
用
に

つ
い
て
聞
く
。

　
①
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
連

絡
協
議
会
な
ど
複
数
の
団
体

か
ら
、
施
設
を
利
用
し
た
い

と
の
声
が
あ
る
。
地
域
へ
の

施
設
の
開
放
は
考
え
て
い
る

の
か
。

　
②
地
域
住
民
の
健
康
保
持

増
進
の
た
め
の
活
用
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
①
上
河
内
地
域
で
は

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
健
康
づ

く
り
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
お
り
、
上
河
内
保
健
セ
ン

タ
ー
は
健
康
診
査
、
健
康
相

談
な
ど
の
保
健
事
業
を
実
施

す
る
拠
点
と
し
て
、
地
域
に

親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
上
河
内
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
か
ら
、
施
設
の
利
用

に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
地
域
で
の
幅
広
い

活
動
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

貸
し
出
し
の
準
備
を
進
め
て

い
く
。

　
②
地
域
住
民
の
健
康
増
進

を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
、

健
康
診
査
や
健
康
教
育
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
運
動
、

地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動
の

支
援
な
ど
の
健
康
づ
く
り
事

業
を
実
施
し
て
い
く
。

黒子 英明
（自民党）

問　
本
市
で
は
、
18
年
度
に

災
害
時
要
援
護
者
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
策
定
し
て
い
る

が
、
避
難
所
が
学
校
の
場
合

は
、
体
育
館
、
教
室
や
保
健

室
な
ど
、
要
援
護
者
を
ど
こ

に
誘
導
す
べ
き
か
、
誰
が
見

て
も
分
か
る
よ
う
な
空
間
配

置
図
の
具
体
例
を
掲
載
す
べ

き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定

後
、
中
越
沖
地
震
、
東
日
本

大
震
災
な
ど
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
や
、
内
閣
府
の
新
た

な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
が
発

表
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
本
市
の
災
害
時
要
援
護

者
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い

て
は
、
25
年
６
月
に
災
害
対

策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
用

語
等
の
変
更
が
あ
っ
た
こ
と

や
、
関
東
・
東
北
豪
雨
の
経

験
を
踏
ま
え
、
緊
急
時
に
、

よ
り
迅
速
か
つ
的
確
な
行
動

が
と
れ
る
よ
う
、
配
慮
を
必

要
と
す
る
方
々
に
関
す
る
地

図
情
報
を
関
係
機
関
に
提
供

す
る
な
ど
の
変
更
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
早
急
に
見
直
し

を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
避
難
所
の
空
間
配

置
図
に
つ
い
て
は
、
要
配
慮

者
へ
の
配
慮
す
べ
き
事
項
に

つ
い
て
文
章
で
記
載
し
て
い

る
が
、
体
育
館
や
地
区
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
施
設
に
応
じ
、

よ
り
具
体
的
な
設
営
を
イ
メ

ー
ジ
し
や
す
い
配
置
図
の
掲

載
を
検
討
し
て
い
く
。

綱河 秀二
（公明党）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢（
本
市
の
ま
ち

づ
く
り
、
競
輪
事
業
）②
児
童
虐
待

対
策
③
空
き
家
の
有
効
活
用
と
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
⑤
農
業
政
策

（
農
産
物
の
販
路
拡
大
、
耕
作
放
棄

地
の
対
策
）⑥
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
改
定
⑦
公
立
小
中
学
校
に
お
け

る
施
設
の
整
備
と
統
廃
合

災
害
時
要
援
護
者

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

見
直
し
を

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
税
の
収
納
対
策
強
化
②
児

童
虐
待
の
防
止（
児
童
虐
待
の
発

生
予
防
・
児
童
相
談
所
の
設
置
）

③
い
じ
め
の
根
絶

上
河
内
保
健
セ
ン
タ
ー

今
後
の
利
活
用
は

市
民
の
命
と
健
康
を
守
る

市
の
医
療
体
制
は

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢（
市
民
の
声
の

市
政
へ
の
反
映
と
合
意
形
成
、
市

民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
）②
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
形
成
と
立
地
適
正
化
計
画
③
Ｌ

Ｒ
Ｔ
整
備
④
生
活
困
窮
世
帯
へ
の

支
援
・
対
応
策

▲上河内保健センター

※２立地適正化計画･･･公共交通ネットワークと連携を図りながら、居住や医療・商業などの都市機能の立地誘導により
コンパクトなまちづくりを推進するための計画


